







































申す(まうす): m辿 su→ mQ.;_su→ mo:su




















倉吉方言においては、前節(1)，図 lなどで示されたかつての開音が、 au→::>:→ 0: と変
化する段階で a: となって現在に至り、合音の 0: との対立がみられる。当該方言に次のよう
な語例が報告されている。の右側は中央語で起こった音韻変化を示す。
書こう
b&zu: b担 zu→ bQ_;zu→ bo:zu(森田 1977より)
kak&: kak!!旦→ kak主→ kako: (真田 2002より)
(3) 坊主













らである。特に [II]の可能性は、開合の区別がなくなって単一の 0: に融合してからの分離
であるが、これはもっとも考えにくい音韻過程である。
(4)倉吉方言のア段長音の派生の音韻的解釈
au→ a<u>→ a (代償延長)→ a:
倉吉方言のア段長音
日





(4)の解釈は、関西方言でのいわゆるウ音便 (au→ 0:) と並行的にとらえることができる。











a.三A三フV aQta / aQte a:ta / a:te o:ta / o:te 
b.買う kaQta / kaQte ka:ta / ka:te ko:ta / ko:te 
C.使う tukaQta / tukaQte ?加ka:ta/?ωka:t巴 tuko:ta / tuko:te 
d.払う haraQta / haraQte ?hara:ta / ?hara:te haro:ta / haro:te 








痛い itakute / itakunaru ita( : )te/ ita(: )naru ito(: )te / ito(: )naru 
赤い akakute / akakunaru aka(: )te / aka(: )naru ako(:)te / ako(:)naru 
ない nakute / nakunaru na:te / na:naru no:te / no:naru 
現代標準語ーで、かつて「あう」と書かれ auと発音された開音が、ョ:を経て 0: になった
変化は、高舌性の中和と考えるのが妥当である。そして、 (5)(6)で例示した関西方言のア/
ワ行五段動詞連用形と形容詞連用形にみられるウ音便も同じ変化をしていると考えられる。





一方、倉吉方言の au→ a:の変化は、標準語と関西方言の au(→ョ:)→ o の音韻変化
のおよぶ範囲全体を網羅している。倉吉方言(同じく山陰方言、鳥取県方言)の au→ a:の
変化については、標準語の 0: に対応するとの記述のある文献は多く存在するが(平山・室
山 1998:41、森田 1977:275f.、真田 2002:118f.など)、その音韻過程の詳細に言及している
ものはほとんど見当たらない。筆者は、前節図 3のように、倉吉方言の a:は開音に由来し、
その元の音形である auからの派生を仮定した。この変化の過程は、 auからの uの脱落、
先行母音 aの代償延長によるものと考えられる。
(8) au→ a<ψ(uの脱落)→ ι→ a: (代償延長)
(8)の音韻過程を仮定することには、以下の 2つの傍証的根拠がある。
1つめは、 「薄いJからの usu:naru、 「面白し、」からの omoslro・teなどの同類の活用派生
に対して、 (8)と同様に、後部要素 uの脱落、前部要素の代償延長で捉えることが可能だと
いうことである。
(9) a. usukunaru → usu<k>unaru → usu<U>llaru → usu n訂u → usu:naru
b. omosirokute → omosiro<k>ute → omosiro<u>te → omosiro te → omosiro:te 
また、 (9)の例は両方とも代償延長の起こらない形もあることから、 (8)の過程において、最
終段階の代償延長は選択的な派生とみなすこともできる。
(10) a. usukunaru → usu:naru / usunaru 
b. omosirokute → omosiro:te / omosirote 
2つめの根拠は、同じく形容詞連用形の派生「うれしくて」に相当する uresi:teの派生との
対照でわかることである。倉吉方言では、 「うれししリの連用形で標準語で uresikuteに対し
て uresi:te(または uresite) となるが、鳥取県東部方言などでは ur吋u:teのように勘音を伴
う形になる。
(11) uresikute : uresi(: )te (倉吉方言)，ur句 u:te(鳥取東部方言など)
真田 (2002)は、 uresju:teなどをウ音便ととらえ、lU→ JU: とし、う母音融合を想定している。
(12) uresikute → uresi<kmte 一→ ureslUte → Ufi句 u:te
さらに、真田 (2002:122)は、 sju:→ SI となるのは、直音化であると説明しているが 2)、単




(13) uresikute → uresiute → uresju:te (鳥取東部方言など)















「様Jjo: (標準語): ja: (倉吉方言)のような出現はほとんどない(15b，c)o I面倒」が menda:
になるのが、 2字漢語ではほとんど唯一の例外である(15a)o I様」は ja:になるが、「模様」
は moja:にはならない(15d)。
(15) a. 面倒(めんだう) menda: 
b. 太陽(たいやう) *taija: 
c. 双方(さうはう) *sa:ha: 
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d. 模様(もやう) キm司a: )は旧仮名遣い
また、標準語の「こう J ["そう」としづ副詞は、それぞれ ka:，sa:が対応しているが、かな
らずしも標準語の語の結合に全く準じているわけではない。たとえば「こう J ["そう」が単
独で用いられて *ka:，*sa: とはならない(16a)。通常は「このようにJ ["そのように」に相当




(16) a.こう/そう: 吐a:/ *sa: 
b. このように/そのように ka:niN/ sa:niN 
C. このような/そのような: ka:na / sa:na 
d.こうする/そうする *ka:suru/ *sa:suru 
e.こうだ/そうだ *ka:da，*ka:daN / *sa:da， *sa:daN 
また、 「どう Jに対応する形の、 「どのような」の意味を持つ da:naという語形が存在し
うる。
(17) da:nakoto sjaberuka (だーなこと、しゃべるか) 「どんなことをしゃべるのかj
副詞の「どう」は「だう」にはさかのぼらないので、ここで扱っている倉吉方言のア段長音
の派生とは関係がなく、「どう Jの意味で da:になる語形は出てこないはずである。これは、
ka: ( ["こう」に相当)、 sa: ( ["そう」に相当)と、 a: ( ["ああ」に相当(変化なし))の類
推で、同じこそあどことばとして母音を揃えた結果であろう。派生が説明できない語形であ
るが、聞き取り調査では、多く出現した。



















ら「ん (N)Jが脱落して先行母音 aが代償延長した iks.;_demoe: (し、かーでもえー)が派生す
る。
(19) 行かんでも→行かーでも







買う kawaNdemo→ kawa:demo / *kawademo 








mi:demo / *midemo 
*kake:demo / kakedemo 










ikebai: : ikja:e: 
kirebai: : kirja:e: 
tukerebai:: tukerja:e: 
kurebai: : kurja:e: 
surebai: : surja:e: 
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eba→ ja:の音韻過程については、 (23)で示すように、 bの脱落、母音融合が考えられる。
また、 ja:→ a:の直音化もみられることから、真田 (2002:122)が指摘している、出雲、伯
者地方における劫音の直音化も反映されていることになる。なお、派生の末尾の直音化は、
動音のものと、同一話者の中でも共存している。
(23) eba→ ea (脱落→ ja: (母音融合、劫音化)→ a: (直音化)
ikeba→ ike<b>a→ ikea→ ikja:→ ika: I行けば」
5.3.動詞連体形の派生形

















kiIja:seN / kira:seN 
namakerjaseN / namakeraseN 
kurjaseN / kuraseN 
surja:seN / sura:seN 
標準語の例からすると、 「行きはしなしリの「行き」は連用形である。そして、 (25)の諸例























(27) 行く iku-wa-seN→ ikja:seN
ikuwaseN (動詞連体形+はせん)→ iku<w>aseN→ (wの脱落)→ ikuaseN
→ (uaの母音融合)→ ikja:seN→(直音化)→ ika:seN
この派生では、 ua→ jaというやや無理のある音韻過程を考慮しなければならない。 uの




(28) a.着る kiruwaseN → kiru<w>aseN → kiruaseN → kiりa:seN
b.怠ける namakeruwaseN→ namakeru <w>aseN → namakeruaseN → namakerjaseN 
C. 来る kuruwaseN → kuru<w>aseN → kuruaseN → kurjaseN 




(29) a.痛い itai→ i1ja: / *ita: 
b.眠たい nemutai→ nemutja: / *nemuta: 
C. ~みたいな mitaina→ mitja:na / *mita:na 
この al→ ja:の音韻過程については、平山・室山 (1998:41)は「融合j であるとしている。
その根拠となるのは、鳥取市東部、岩美郡、八頭郡で [a:]で出現することや、 ja:が直音化
した a:が一部 6)を除いてほとんど出現しないことなどがあげられる (29a-c)。
一方、 (30)の例は、上記とは異なる派生と考えられる。
(30) ai→ a白/勺a
ikema:de (ma: < mai) (し、けまーで) 「だめだろうな」
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が 0: に融合するはるか以前の auから後部要素 uの脱落、先行母音の代償延長(場合によ
っては選択的)によって独自の発展をしたとするのが最も妥当である。開音に由来するア段
長音の出現は、中央語で起こった開合音の融合の結果、かつての auが 0: に推移したこと
と並行的な音韻変化であり、そればかりか、関西方言で、ア/ワ行五段活用および形容詞連




した。動詞の変化形だけでも、 aN→ a:(19)、ea→ a:(23)、ua→ a:(27)の3種類の音韻過
程の結果が考えられ、これに開音由来の au→ a:を含めると、たとえば、 「行く」からの同
じ ika: という語形は、それぞれもともと異なる語形から出てきている。
(31) ika: > ikau 「行こう」
ika:demo > ikaNdemo 「行かなくてもJ
ika:e: > ike<b>ae: 「千子けばし、し、」















*本稿は、関西音韻論研究会 (PAIK)2017年 1月例会 (2017年 1月 28日、神戸大学)およ
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